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今 月 の 表 紙
　今月の表紙は、３月１３日に執り行われた
「只見中学校卒業式」で、学び舎との別れを
惜しみ仲間と抱き合う卒業生です。
　在校生や先生方に見送られ昇降口を出たと
ころでは、仲間と抱き合い「ありがとう」と
感謝の気持ちを伝えあう卒業生の姿が見られ
ました。仲間と築き上げた３年間の思い出を
胸に、卒業生３０名が学び舎を巣立ちました。
	 （関連記事：Ｐ１２～１３）
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最高の仲間に
　「ありがとう」。



４
月
か
ら
予
約
不
要
の
「
定
期
路
線
ワ
ゴ
ン
（
只
見
‐
田
島
間
）」
運
行
始
ま
る

新
し
く
な
っ
た

町
の

公
共
交
通
サ
ー
ビ
ス

▲多くの地域住民が見守る中、第1便が只見駅を出発した定期路線ワゴン「自然首都・只見号」

町
の
公
共
交
通
に
関
す
る

町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

　

本
町
の
公
共
交
通
は
社
会
を
取

り
巻
く
環
境
の
変
化
に
よ
り
、
平

成
18
年
10
月
か
ら
只
見
町
商
工
会

が
事
業
主
体
の
デ
マ
ン
ド
交
通

「
只
見
雪
ん
こ
タ
ク
シ
ー
」
の
運

行
を
開
始
。
そ
の
後
、
平
成
19
年

４
月
に
町
外
へ
の
移
動
手
段
で
あ

っ
た
会
津
バ
ス
の
「
只
見
～
山
口

車
庫
線
」
が
廃
止
に
な
っ
た
こ
と

に
よ
る「
只
見
雪
ん
こ
タ
ク
シ
ー
」

の
運
行
形
態
の
見
直
し
や
、
平
成

23
年
12
月
か
ら
は
障
が
い
者
も
利

用
で
き
る
「
福
祉
乗
合
い
き
い
き

バ
ス
」
を
導
入
。
平
成
27
年
４
月

に
は
、
町
の
観
光
二
次
交
通
対
策

と
し
て
町
観
光
ま
ち
づ
く
り
協
会

が
事
業
主
体
と
な
り
、
只
見
駅
と

　

町
で
は
、
こ
れ
ま
で
町
内
で
運
行
し
て
い
る
公
共
交
通
の
一
部

を
見
直
し
、
４
月
１
日
か
ら
新
た
に
「
定
期
路
線
ワ
ゴ
ン　

自
然

首
都
・
只
見
号
」
の
運
行
を
開
始
し
、
デ
マ
ン
ド
交
通
「
只
見
雪

ん
こ
タ
ク
シ
ー
」
と
「
福
祉
乗
合
い
き
い
き
バ
ス
」
の
利
用
料
金

改
定
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

本
号
で
は
、「
定
期
路
線
ワ
ゴ
ン
」
の
内
容
と
「
只
見
雪
ん
こ

タ
ク
シ
ー
」「
福
祉
乗
合
い
き
い
き
バ
ス
」
に
つ
い
て
ご
紹
介
い

た
し
ま
す
。

2



【表１】町の地域公共交通の課題
①只見駅～会津田島駅間「観光ツアーバス」の運行内容など

の課題
②土日祝日の公共交通サービスの導入
③雪んこタクシー（福祉乗合いきいきバス）の利用料金の課題
④町内全路線への路線バス運行
⑤スクールバスの一般住民混乗化などの有効利用
⑥夜間の公共交通サービスの運行
⑦国道289号八十里越開通後の新潟県三条市までの公共交通
　 優先順位を付けて解決を目指す！

会
津
田
島
駅
間
を
結
ぶ
予
約
制

「
観
光
ツ
ア
ー
バ
ス
」の
運
行
を
開

始
す
る
な
ど
、
地
域
の
実
情
に
即

し
た
公
共
交
通
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
近
年

で
は
予
約
不
要
の
定
期
路
線
運
行

を
求
め
る
住
民
の
声
な
ど
も
あ
り
、

町
で
は
昨
年
８
月
に
「
公
共
交
通

に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
を

実
施
。
町
民
千
人
を
対
象
に
現
在

運
行
し
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
や
定
期

運
行
路
線
バ
ス
な
ど
に
つ
い
て
意

見
を
求
め
ま
し
た
。
結
果
、「
予
約

不
要
で
利
用
し
た
い
」「
車
内
精

算
で
き
な
い
観
光
ツ
ア
ー
バ
ス
は

不
便
」「
週
末
に
通
院
や
外
出
し

た
い
が
公
共
交
通
が
充
実
し
て
い

な
い
」「
利
用
料
金
が
高
い
」
な
ど

の
意
見
が
あ
げ
ら
れ
、
表
１
の
と

お
り
に
課
題
を
整
理
し
ま
し
た
。

町
で
は
、
課
題
解
決
を
図
る
た
め

優
先
順
位
を
付
け
、
主
に
①
～
③

ま
で
の
課
題
に
つ
い
て
検
討
し
、

「
定
期
路
線
ワ
ゴ
ン 

自
然
首
都
・

只
見
号
（
以
下
、
路
線
ワ
ゴ
ン
）」

の
導
入
と
「
只
見
雪
ん
こ
タ
ク
シ

ー
」「
福
祉
乗
合
い
き
い
き
バ
ス
」

の
利
用
料
金
改
定
に
つ
い
て
只
見

町
地
域
公
共
交
通
会
議
で
協
議
さ

れ
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
４
月
か
ら
只
見

駅
と
会
津
田
島
駅
を
結
ぶ
「
路
線

定
期
路
線
ワ
ゴ
ン

自
然
首
都
・
只
見
号
の
出
発
式

　

４
月
１
日
、
Ｊ
Ｒ
只
見
駅
前
駐

車
場
で
「
路
線
ワ
ゴ
ン
」
の
出
発

式
が
行
わ
れ
、
関
係
者
約
20
名
が

出
席
し
ま
し
た
。
こ
の
「
路
線
ワ

ゴ
ン
」
は
、
定
時
定
路
線
運
行
の

本
格
実
施
に
向
け
た
実
証
事
業
と

し
て
３
年
間
運
行
す
る
も
の
で
、

ル
ー
ト
や
時
間
、
利
用
客
数
な
ど

を
検
証
し
て
い
き
ま
す
。

　

出
発
式
で
は
、
菅
家
町
長
が

「
今
年
は
町
制
施
行
60
周
年
の
年
。

町
民
の
足
と
し
て
定
着
し
て
ほ
し

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
、
町
観
光
ま

ち
づ
く
り
協
会
の
目
黒
長
一
郎
会

長
が
祝
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

続
い
て
関
係
者
に
よ
る
テ
ー
プ
カ

ッ
ト
が
行
わ
れ
、
会
津
田
島
駅
行

き
の
第
１
便
に
乗
客
３
名
が
乗
り

込
み
、
午
前
９
時
20
分
に
只
見
駅

を
出
発
し
ま
し
た
。

ワ
ゴ
ン
」
の
運
行
が
始
ま
り
、
あ

わ
せ
て「
只
見
雪
ん
こ
タ
ク
シ
ー
」

「
福
祉
乗
合
い
き
い
き
バ
ス
」
の

利
用
料
金
の
改
定
が
行
わ
れ
ま
し

た
（
路
線
ワ
ゴ
ン
導
入
に
よ
り
観

光
ツ
ア
ー
バ
ス
は
運
休
）。

▲テープカットで祝った出席者の皆さん

▲第1便に乗車する利用者 ▲駅前のバス停で待つ利用者
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バ
ス
停
は
会
津
田
島
駅
を

含
む
全
23
箇
所

　

只
見
駅
と
会
津
田
島
駅
を
結
ぶ

こ
の
路
線
ワ
ゴ
ン
は
、
只
見
町
内

と
南
会
津
町
あ
わ
せ
て
全
23
箇
所

の
停
留
所
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

町
内
で
は
、只
見
地
区
３
箇
所
、

朝
日
地
区
12
箇
所
、
明
和
地
区
６

箇
所
に
設
置
し
て
あ
り
、
南
会
津

町
は
県
立
南
会
津
病
院
と
会
津
田

島
駅
の
２
箇
所
に
設
置
し
て
あ
り

ま
す
。

　

元
旦
以
外
毎
日
運
行
す
る
路
線

ワ
ゴ
ン
は
、１
日
２
往
復
し
ま
す
。

10
人
乗
り
の
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ク
シ
ー

で
各
停
留
所
を
巡
り
ま
す
が
、
最

大
乗
車
人
数
を
超
え
た
場
合
は
、

新
た
に
タ
ク
シ
ー
を
追
走
し
ま
す
。

利
用
料
金
は
、
町
内
の
移
動
で
あ

れ
ば
一
律
２
０
０
円
で
す
が
、
県

立
南
会
津
病
院
と
会
津
田
島
駅
で

乗
降
さ
れ
る
場
合
は
１
，
５
０
０

円
と
な
り
ま
す
。

　

路
線
ワ
ゴ
ン
を
利
用
さ
れ
る
場

合
は
、
到
着
予
定
時
刻
前
に
停
留

所
付
近
で
お
待
ち
い
た
だ
き
、
乗

車
の
際
に
運
転
手
に
降
り
る
場
所

を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

T3-こみと屋前

T1-只見駅

A1-楢戸堂

M5-山里橋

M6-梁取集会所前

A2-南栄通商前

A3-小川橋

A4-上福井住宅前

M1-会津只見考古館前

TJ1-県立南会津病院

TJ2-会津田島駅

M2-坂田・布沢入口

M3-明和振興センター入口

M4-小林スノーステーション

T2-羽染美容室前

A11-亀岡多目的広場入口 A12-季の郷湯ら里入口

A10-熊倉集会所前

A9-ヒロタテクノ前

A8-パチンコダイエー前

A7-朝日診療所前

A6-朝日駐在所前

A5-只見中学校入口

●名　　称　　定期路線ワゴン　自然首都・只見号

●運行内容　　1日２往復（午前・午後）の毎日運行（元旦のみ運休）

●運行区間　　只見駅から会津田島駅までの２３区間（時刻表参照）

●利用料金　　町内の移動は一律２００円、町内～県立南会津病院、会津田島
駅（またはその逆）は1，５００円となります。

　　　　　　　※小・中学生は半額、幼児は無料

●運行時刻（時刻表参照）
①只見駅⇒会津田島駅　　　9：２０発－1０：4２着
②会津田島駅⇒只見駅　　11：1５発－1２：３4着
③只見駅⇒会津田島駅　　1３：1０発－14：３２着
④会津田島駅⇒只見駅　　1５：２５発－16：44着

●運行車両　　ジャンボタクシー（定員9名）

●運行主体　　只見町商工会

●運行事業者　㈲只見観光タクシー、朝日タクシー㈲ ▲停留所はこの看
板が目印です

バス停位置図

予
約
不
要
の
定
期
路
線
ワ
ゴ
ン

自
然
首
都・只
見
号
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只見駅　➡　会津田島駅 会津田島駅　➡　只見駅
バス便停留所 101便 103便 バス便停留所 102便 104便

T1-只見駅 9：20 13：10 TJ2-会津田島駅 11：15 15：25
T2-羽染美容室前 9：21 13：11 TJ1-県立南会津病院 11：20 15：30
T3-こみと屋前 9：22 13：12 Ｍ6-梁取集会所前 12：05 16：15
A1-楢戸堂 9：26 13：16 Ｍ5-山里橋 12：07 16：17
A2-南栄通商前 9：28 13：18 Ｍ4-小林スノーステーション 12：08 16：18
A3-小川橋 9：29 13：19 Ｍ3-明和振興センター入口 12：09 16：19
A4-上福井住宅前 9：30 13：20 Ｍ2-坂田・布沢入口 12：10 16：20
A5-只見中学校入口 9：31 13：21 Ｍ1-会津只見考古館前 12：11 16：21
A6-朝日駐在所前 9：31 13：21 A12-季の郷湯ら里入口 12：14 16：24
A7-朝日診療所前 9：32 13：22 A11-亀岡多目的広場入口 12：15 16：25
A8-パチンコダイエー前 9：34 13：24 A10-熊倉集会所前 12：17 16：27
A9-ヒロタテクノ前 9：36 13：26 A9-ヒロタテクノ前 12：18 16：28
A10-熊倉集会所前 9：37 13：27 A8-パチンコダイエー前 12：20 16：30
A11-亀岡多目的広場入口 9：39 13：29 A7-朝日診療所前 12：22 16：32
A12-季の郷湯ら里入口 9：40 13：30 A6-朝日駐在所前 12：23 16：33
Ｍ1-会津只見考古館前 9：43 13：33 A5-只見中学校入口 12：23 16：33
Ｍ2-坂田・布沢入口 9：44 13：34 A4-上福井住宅前 12：24 16：34
Ｍ3-明和振興センター入口 9：45 13：35 A3-小川橋 12：25 16：35
Ｍ4-小林スノーステーション 9：46 13：36 A2-南栄通商前 12：26 16：36
Ｍ5-山里橋 9：47 13：37 A1-楢戸堂 12：28 16：38
Ｍ6-梁取集会所前 9：49 13：39 T3-こみと屋前 12：32 16：42
TJ1-県立南会津病院 10：37 14：27 T2-羽染美容室前 12：33 16：43
TJ2-会津田島駅 10：42 14：32 T1-只見駅 12：34 16：44

地域創生課　創生企画係
主任主査　三瓶　錬

　平成18年に新たな公共交通サービスと
して運行を開始したデマンド型交通「只見
雪んこタクシー」は、お陰様で高齢者を中
心に多くの方にご利用をいただいておりま
す。高齢化や人口減少が進行する本町にお
いて、公共交通サービスの充実は今後ます
ます重要なものになってきており、今回、

只見駅から会津田島駅間の定期路線ワゴン
の運行と雪んこタクシー、福祉乗合いきい
きバスの低料金化を実施しました。
　今後も、地域の方をはじめ、どなたでも
気軽に利用できるような公共交通サービス
を提供できるように努めていきますので、
ぜひご利用ください。

充実した公共交通サービスに向けて― Interview ―

時　刻　表

注 意 事 項
■各停留所の到着予定時刻前に停留所付近でお待ちください。
■乗車する際に運転手に降りる場所をお知らせください。
■降りる際に利用料金をお支払いください。
■雪んこタクシーのチケットは使用できません。

▲楢戸堂の停留所
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■運 行 日　　月～金曜日
（土日祝日、盆期間、年末年始は運休）

■予　　約　　事前予約制（利用したい便の30分前まで）
※下記予約センターに電話し「電話番号」「お名
前」「利用希望の便」「乗車場所」「目的地」を
お伝えください。

■料　　金　　片道1回200円
（小・中学生100円、幼児は無料）

■運行範囲　　只見町内（一部運行不可エリア有）

■運行時間　　平日7：00～16：30まで

■利用できない方
一人で乗降できない方（介護者有可）、未就学児の一人
乗車、車椅子利用者、酩酊者、ペット連れ

■予約・お問合せ先
只見町商工会内「予約センター」℡ 0241-83-1000
（受付時間／平日7：00～16：00）

只見雪んこタクシー概要

只見町商工会
経営指導員　渡部　憲司

― Interview ―
　

雪
ん
こ
タ
ク
シ
ー
の
サ
ー
ビ
ス

を
開
始
し
て
か
ら
10
年
以
上
が
経

過
し
ま
し
た
。
今
で
は
１
日
平
均

50
人
の
利
用
が
あ
り
、
町
民
の
足

と
し
て
定
着
し
て
い
る
も
の
と
感

じ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
関
係
者
一
同
、
利

用
し
や
す
い
サ
ー
ビ
ス
に
努
め
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ど

う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▲雪んこタクシーを運行する朝日タクシーの五十嵐葵さん
（左）と只見タクシーの吉田好広さん（右）

自
宅
か
ら
目
的
地
ま
で
送
迎

只
見
雪
ん
こ
タ
ク
シ
ー

　

デ
マ
ン
ド
交
通
と
は
、
利
用
者

の
事
前
予
約
に
よ
り
指
定
の
場
所

か
ら
場
所
へ
の
移
動
を
低
料
金
で

提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
こ
と
で
す
。

交
通
網
の
整
備
が
行
き
届
か
な
い

地
域
の
課
題
解
決
に
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

只
見
町
商
工
会
で
は
、
自
宅
か

ら
目
的
地
ま
で
送
迎
す
る
デ
マ
ン

ド
交
通「
只
見
雪
ん
こ
タ
ク
シ
ー
」

の
サ
ー
ビ
ス
を
地
元
タ
ク
シ
ー
事

業
者
と
と
も
に
提
供
し
て
い
ま
す
。

多
く
の
町
民
が
朝
日
診
療
所
や
商

店
へ
の
買
い
物
、
温
泉
施
設
な
ど

へ
の
移
動
手
段
と
し
て
利
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

本
年
４
月
１
日
よ
り
「
只
見
雪

ん
こ
タ
ク
シ
ー
」
の
利
用
料
金
が
、

１
回
５
０
０
円
か
ら
２
０
０
円

（
小
・
中
学
生
１
０
０
円
、
幼
児

は
無
料
）
に
改
定
さ
れ
、
さ
ら
に

利
用
し
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

片道1回

200円

只見町デマンド交通

只見雪んこタクシー
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■運 行 日　　月～金曜日（土日祝日は運休）

■予　　約　　事前予約制（前日の16：00まで）
※月曜日の予約は金曜日の16：00まで

■料　　金　　片道1回200円
（ご家族など付き添いの方の料金は無料）

■運行範囲　　只見町内

■運行時間　　平日9：00～16：00まで

■利用対象者
車椅子利用者（付き添いの方の同伴が必要）
※同伴者1名のみ無料

■そ の 他
送迎車は車椅子のまま乗降が可能で、付き添いの方の
座席も近くにあります

■予約・お問合せ先
株式会社 会津ただみ振興公社　℡ 0241-83-1733
（受付時間／平日9：00～16：00）

福祉乗合いきいきバス概要

㈱会津ただみ振興公社
島谷　裕彦

― Interview ―
　

こ
の
「
福
祉
乗
合
い
き
い
き
バ

ス
」
は
、
通
院
や
買
い
物
な
ど
に

利
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
車
椅

子
を
利
用
さ
れ
る
方
の
移
動
手
段

と
し
て
支
え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
町
民
の
皆
さ
ま

の
お
役
に
立
て
る
よ
う
「
安
全
は

最
大
の
サ
ー
ビ
ス
」
を
モ
ッ
ト
ー

に
運
行
い
た
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
、

お
気
軽
に
お
問
合
せ
の
う
え
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

▲車椅子のまま乗降できる福祉乗合いきいきバス

車
椅
子
の
ま
ま
乗
降
可
能

福
祉
乗
合
い
き
い
き
バ
ス

　

町
で
は
、
車
椅
子
を
利
用
さ
れ

て
い
る
方
を
対
象
に
し
た
福
祉
交

通
「
福
祉
乗
合
い
き
い
き
バ
ス
」

を
運
行
し
て
い
ま
す
。
こ
の
サ
ー

ビ
ス
は
、
車
椅
子
の
ま
ま
乗
車
す

る
こ
と
が
可
能
で
、
町
内
を
運
行

範
囲
に
、
自
宅
か
ら
目
的
地
ま
で

送
迎
し
ま
す
。
運
行
事
業
者
は
㈱

会
津
た
だ
み
振
興
公
社
で
、
運
行

時
は
運
転
手
が
可
能
な
範
囲
で
利

用
者
の
乗
降
な
ど
を
サ
ポ
ー
ト
し

ま
す
。
車
椅
子
利
用
者
は
、
付
き

添
い
が
必
要
で
、
ご
家
族
な
ど
の

同
伴
者
は
１
名
ま
で
無
料
で
す
。

町
内
の
福
祉
施
設
を
利
用
さ
れ
る

方
々
の
送
迎
も
行
っ
て
い
る
た
め
、

利
用
に
は
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

「
只
見
雪
ん
こ
タ
ク
シ
ー
」
同
様
、

４
月
１
日
よ
り
利
用
料
金
が
１
回

５
０
０
円
か
ら
２
０
０
円
に
改
定

さ
れ
、
さ
ら
に
利
用
し
や
す
く
な

り
ま
し
た
。

片道1回

200円

只見町福祉交通

福祉乗合いきいきバス
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町債
1,073,100

町税
842,348

分担金
　及び負担金
12,851

使用料
　及び手数料
40,654

繰入金
539,956

その他の
　自主財源
107,458

譲与税・交付金
144,800

地方交付税
2,389,900国庫支出金

192,955

県支出金
265,978

一般会計
歳入合計
5,610,000

千円

　

平
成
31
年
度
予
算
は
、
第
七
次
只
見
町
振
興
計
画
に
示
し
た

町
づ
く
り
の
理
念
、
基
本
的
施
策
に
基
づ
き
、
地
域
の
社
会
経

済
的
な
発
展
を
目
指
し
、
各
種
事
業
へ
取
り
組
ん
で
い
く
た
め

の
編
成
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

一
般
会
計
の
予
算
規
模
は
56
億
１
，０
０
０
万
円
と
な
り
、

前
年
度
対
比
３
，２
０
０
万
円
、
０
・
６
％
の
増
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
各
特
別
会
計
の
合
計
額
は
26
億
３
，３
７
０
万
円

と
な
っ
て
お
り
、
一
般
会
計
と
合
わ
せ
た
平
成
31
年
度
予
算
総

額
は
82
億
４
，３
７
０
万
円
で
す
。

　

歳
入
は
、「
依
存
財
源
」（
国
や
県
か
ら
入
る
お
金
）
が
72
・
５

％
を
占
め
、
そ
の
中
で
も
地
方
交
付
税
の
割
合
が
最
も
高
く
、

歳
入
全
体
の
42
・
６
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
自
主
財
源
」（
町
が
独
自
に
確
保
で
き
る
お
金
）
で

は
、
繰
入
金
が
歳
入
全
体
の
９
・
６
％
で
、
前
年
度
に
比
べ
て

４
，７
６
０
万
円
の
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。
町
税
は
歳
入
全

体
の
15
・
０
％
で
、
前
年
度
に
比
べ
て
８
６
０
万
円
の
減
額
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
出
は
、
総
務
費
の
占
め
る
割
合
が
最
も
高
く
14
・
９
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。
主
な
事
業
は
、
地
方
創
生
推
進
交
付
金
を
活

用
し
た
只
見
線
観
光
路
線
化
の
取
組
み
及
び
空
き
家
利
活
用
、

移
住
定
住
促
進
な
ど
で
す
。

　

次
に
、
教
育
費
が
昨
年
比
４
・
３
ポ
イ
ン
ト
増
の
14
・
４
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。
小
中
学
校
の
学
習
環
境
整
備
と
し
て
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
な
ど
の
更
新
、
国
指
定
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
の

民
具
収
蔵
施
設
の
建
設
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

民
生
費
は
14
・
３
％
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
主
に
後
期
高
齢

者
医
療
、
介
護
保
険
、
児
童
福
祉
な
ど
の
安
定
し
た
社
会
生
活

を
保
障
す
る
た
め
の
経
費
で
す
。

　

続
い
て
、
土
木
費
、
消
防
費
、
公
債
費
、
農
林
水
産
業
費
、

商
工
費
、
衛
生
費
の
順
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

土
木
費
で
は
、
除
雪
機
械
の
整
備
、
町
道
改
良
工
事
、
集
会

施
設
の
整
備
な
ど
を
実
施
し
、
消
防
費
で
は
、
防
災
行
政
無
線

の
改
修
を
進
め
、
現
在
の
ア
ナ
ロ
グ
方
式
か
ら
デ
ジ
タ
ル
方
式

へ
移
行
す
る
計
画
で
す
。

　

農
林
水
産
業
費
で
は
、
担
い
手
の
育
成
、
地
域
活
動
の
支
援
、

遊
休
農
地
等
の
解
消
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

これが只見町の予算です
◆
平
成
31
年
度
只
見
町
予
算

◆
一
般
会
計
　
歳
入

◆
一
般
会
計
　
歳
出

1,000万円
■歳　入	 （単位：千円）

項　　目 ３１年度 構成比 ３０年度 増減率
町税 842,348 15.0% 850,945 −1.0%
地方譲与税 56,000 1.0% 60,000 −6.7%
利子割交付金 500 0.0% 500 0.0%
配当割交付金 800 0.0% 700 14.3%
株式等譲渡所得割交付金 800 0.0% 500 60.0%
地方消費税交付金 79,000 1.4% 76,000 3.9%
自動車取得税交付金 6,400 0.1% 12,000 −46.7%
地方特例交付金 700 0.0% 600 16.7%
地方交付税 2,389,900 42.6% 2,109,000 13.3%
交通安全対策特別交付金 600 0.0% 700 −14.3%
分担金及び負担金 12,851 0.2% 10,486 22.6%
使用料及び手数料 40,654 0.7% 37,537 8.3%
国庫支出金 192,955 3.5% 194,721 −0.9%
県支出金 265,978 4.8% 346,847 −23.3%
財産収入 19,502 0.4% 71,674 −72.8%
寄付金 11,001 0.2% 5,001 120.0%
繰入金 539,956 9.6% 587,556 −8.1%
繰越金 1 0.0% 1 0.0%
諸収入 76,954 1.4% 100,932 −23.8%
町債 1,073,100 19.1% 1,112,300 −3.5%

歳入合計 5,6１０,０００ １００.０% 5,578,０００ ０.6%

■歳　出	 （単位：千円）
項　　目 ３１年度 構成比 ３０年度 増減率

議会費 76,653 1.4% 77,751 −1.4%
総務費 838,483 14.9% 905,168 −7.4%
民生費 799,579 14.3% 789,134 1.3%
衛生費 319,892 5.7% 383,454 −16.6%
労働費 269 0.0% 2,557 −89.5%
農林水産業費 457,041 8.1% 528,257 −13.5%
商工費 364,387 6.5% 317,009 14.9%
土木費 770,449 13.7% 592,856 30.0%
消防費 556,819 9.9% 726,842 −23.4%
教育費 806,959 14.4% 562,833 43.4%
災害復旧費 100,701 1.8% 195,298 −48.4%
公債費 488,616 8.7% 467,337 4.6%
予備費 30,152 0.6% 29,504 2.2%

歳出合計 5,6１０,０００ １００.０% 5,578,０００ ０.6%

■町税の内訳
町 民 税 １億5,58１万１千円
固 定 資 産 税 ６億4,9６9万5千円
軽 自 動 車 税 １,325万６千円
町 た ば こ 税 2,023万3千円
入 湯 税 335万3千円

町民一人あたりにすると（3月１日現在人口）… ……… 4,350人
■一般会計支出額（使われるお金の額）…………１,289,６55円
■町税負担額（納めていただくお金の額）… …………… 193,643円
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予備費 30,152 議会費 76,653

総務費
838,483

民生費
799,579

衛生費
319,892

労働費
269

農林
水産業費
457,041商工費

364,387

土木費
770,449

消防費
556,819

教育費
806,959

災害復旧費
100,701

公債費
488,616

一般会計
歳出合計
5,610,000

千円

40億
2,100

40億
1,200

58億
4,500

62億
6,600

50億
1,000

68億
3,000

59億
6,000

51億
4,200

55億
7,800

56億
1,000

70

60

50

40

30

20

10

0
22
年
度

23
年
度

24
年
度

25
年
度

26
年
度

27
年
度

28
年
度

29
年
度

30
年
度

31
年
度

億円

平成31年度の主な事業
■自然と共生するまちづくり

■文化に根づく人づくりと学び続けるまちづくり

■住民が主役のまちづくり

■住みやすいまちづくり

■働きがいのあるまちづくり

□自然保護意識の醸成
	 1,526万円	 ユネスコエコパーク推進事業
□雪と共存するまちづくり
	 6,480万円	 除雪機械更新事業
	 1,760万円	 高齢者等除雪支援事業
	 850万円	 克雪対策事業補助金
□道路網の整備と定住環境の整備
	 16,488万円	 道路新設改良事業
	 5,560万円	 町営住宅長寿命化事業
□水環境の保全と上下水道の整備
	 16,422万円	 只見統合簡易水道整備事業

□将来の只見を担う子どもたちの教育の充実
	 8,710万円	 ＩＣＴ環境整備事業
	 2,295万円	 奥会津・只見教育振興協力隊活用事業
	 1,073万円	 学校給食費負担軽減事業
□家庭教育力・地域教育力の向上
	 1,731万円	 放課後子ども教室事業
□地域文化の振興（地域で育まれた人の技・物・食の伝承）
	 17,035万円	 民具収蔵庫整備事業
	 1,489万円	 八十里越調査事業

□集落・振興センターでの住民交流を主体とした地域づくり
	 2,850万円	 集会施設整備事業
	 920万円	 集落運営支援交付金
	 900万円	 自然首都只見地域づくり交付金
□新たな視点による地域づくり
	 926万円	 移住定住促進事業
□総合的な土地利用・公共交通体系の確立
	 2,324万円	 新多目的交通システム運営補助事業
	 981万円	 ＪＲ只見線全線再開通事業

□健康でいきいきと暮らせるまちづくり
	 135万円	 先駆的健康づくり事業
□安心して子どもを産み育てられるまちづくり
	 1,501万円	 子ども医療費費無料化事業
	 360万円	 子宝祝い金事業
	 309万円	 健やか発育・発達支援事業
□高齢者が健康でいきいきと暮らせるまちづくり
	 200万円	 シルバー人材センター推進事業
□安心して暮らせるまちづくり
	 14,472万円	 防災行政無線デジタル化事業

□受け継ぎ託す、プライド農業の実践
	 1,165万円	 農業経営体育成支援事業
	 1,000万円	 稲作農家育成支援事業
	 667万円	 担い手育成事業
□豊かな森林を活かした林業の振興
	 892万円	 町単林道舗装事業
	 200万円	 地元産材活用支援事業
□活力と賑わいそして持続ある商工業の確立
	 1,740万円	 プレミアム商品券発行事業
□地域経済の発展を担う魅力ある観光の推進
	 3,886万円	 河井継之助記念館駐車場整備事業
	 2,637万円	 只見線観光路線化モデル創出事業
	 1,130万円	 「道の駅」整備事業

お金はどこから来て、
どこへ行くの？

一般会計
予算総額 56億

■一般会計当初予算額の推移	 （単位：万円）

■特別会計予算	 （単位：千円）
会計区分 ３１年度 ３０年度 増減率

国民健康保険事業特別会計 518,000 514,000 0.8%
国民健康保険施設特別会計 391,000 466,000 -16.1%
後期高齢者医療特別会計 144,000 142,000 1.4%
介護保険事業特別会計 751,000 716,000 4.9%
介護老人保健施設特別会計 271,000 262,000 3.4%
地域包括支援センター特別会計 14,000 11,000 27.3%
簡易水道特別会計 271,000 250,000 8.4%
集落排水事業特別会計 260,000 295,000 -11.9%
朝日財産区特別会計 13,700 14,000 -2.1%

合　　計 2,6３３,7００ 2,67０,０００ -１.4%
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「
雪
中
、

　

天
領
只
見
仙
獄
太
鼓
」

「
神
聖
な

　

雪
!
雪
!
雪
!
」

「
縁
結
び
色
の

　

花
が
咲
い
た
」

「
赤
れ
ん
が

　
　

庁
舎
を
彩
る
」

「
出　

陣
」

鈴
木　

励
子
さ
ん

（
会
津
若
松
市
）

高
橋　

琢
也
さ
ん

（
宮
城
県
）

中
根　

英
治
さ
ん
（
埼
玉
県
）

後
藤　

東
吾
さ
ん
（
福
島
市
）

審査員
特別賞

只見
町長賞

優秀賞

優秀賞

ティーエヌアイ
工業㈱
社長賞

大
島　

市
郎
さ
ん

（
会
津
若
松
市
）

只見町公式キャラクター
ブナりん

〈入選者〉
渡部　正夫さん（会津若松市）

高橋　順一さん（いわき市） 

古関　喜典さん（福島市） 

寺澤　達夫さん（新潟県） 

涌井　礼子さん（福島市） 
 【応募総数／６４点】

たくさんのご応募
ありがとうございました!

フォトコンテスト入賞作品決定!
第47回只見ふるさとの雪まつり
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「
親
子
で
ほ
っ
こ
り
」

最優秀賞

入賞 入賞 入賞

入賞

優秀賞

蒲
生
集
落　
　
　

活
性
化
委
員
会

「大イノシシ」
塩沢観光協会

「い（亥）～年にしよう」只見郵便局

「がんばろう北海道」
只見駐在所連絡協議会

「ウリボウ」
只見ホーム

「かわいいお地蔵様」
栗城　勝子さん（只見）

雪まつりミニ雪像コンテスト審査結果発表！
雪まつりを盛り上げた町内各地のミニ雪像

応募総数
３５点

たくさんの
ご応募ありがとう
ございました！
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▲感謝の答辞を述べる新國潤平さん▲佐竹校長から卒業証書を受け取る菅家友香さん
　

３
月
１
日
、
只
見
高
校
の
卒
業

式
が
行
わ
れ
、
35
名
（
内
、
山
村

教
育
留
学
生
13
名
）
が
卒
業
し
ま

し
た
。

　

卒
業
式
で
は
、
佐
竹
正
徳
校
長

が
卒
業
生
代
表
の
菅
家
友
香
さ
ん

に
卒
業
証
書
を
手
渡
し
、
菅
家
町

長
な
ど
が
祝
辞
を
贈
り
ま
し
た
。

在
校
生
代
表
の
伊
藤
彩
加
さ
ん（
２

年
）
が
「
先
輩
た
ち
の
活
躍
を
応

援
し
て
い
ま
す
」
と
送
辞
を
述
べ
、

卒
業
生
代
表
の
新
國
潤
平
さ
ん
が

「
只
見
高
校
で
過
ご
し
た
日
々
を

支
え
に
、
こ
れ
か
ら
頑
張
っ
て
い

き
ま
す
」
と
答
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

卒
業
生
は
在
校
生
や
保
護
者
な

ど
の
拍
手
の
中
、
学
び
舎
を
後
に

し
ま
し
た
。

▲拍手の中退場する卒業生

　

３
月
13
日
、
只
見
中
学
校
の
卒

業
式
が
行
わ
れ
、
30
名
が
思
い
出

を
胸
に
旅
立
ち
ま
し
た
。

　

横
山
泰
久
校
長
が
卒
業
生
一
人

ひ
と
り
に
卒
業
証
書
を
手
渡
し
、

「
素
直
な
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
自

身
を
磨
く
た
め
の
努
力
を
一
歩
ず

▲感動に溢れた式歌「旅立ちの日に」を歌う卒業生30名

▲横山校長から卒業証書を受け取る卒業生▲思い出と感謝を伝える酒井さんの答辞

只
見
高
校
・
卒
業
式

只
見
中
学
校
・
卒
業
式

只見の未来を担う子どもたち
学び舎を巣立つ

つ
続
け
て
く
だ
さ
い
」
と
式
辞
を

述
べ
、
卒
業
生
代
表
の
酒
井
香
苗

さ
ん
が
「
私
た
ち
は
自
然
豊
か
な

こ
の
学
び
舎
で
過
ご
し
た
思
い
出

と
誇
り
を
胸
に
、
新
た
な
舞
台
へ

と
進
ん
で
い
き
ま
す
」
と
感
謝
の

答
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
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▲別れを惜しみながら「6年分のありがとう」を歌う卒業生▲穴澤校長から卒業証書を受け取る酒井駿さん
　

３
月
22
日
、
町
内
各
小
学
校
の

卒
業
式
が
行
わ
れ
、只
見
小
９
名
、

朝
日
小
16
名
、
明
和
小
17
名
の
卒

業
生
が
学
び
舎
を
巣
立
ち
ま
し
た
。

　

明
和
小
で
は
、
卒
業
生
一
人
ひ

と
り
が
穴
澤
正
志
校
長
か
ら
卒
業

証
書
を
受
け
取
り
、「
将
来
は
医
者

を
目
指
し
た
い
」「
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー

選
手
に
な
り
た
い
」
な
ど
と
将
来

の
夢
や
中
学
校
生
活
の
抱
負
を
発

表
し
ま
し
た
。
別
れ
の
言
葉
で
は
、

卒
業
生
が
仲
間
、
家
族
、
先
生
方

に
対
す
る
感
謝
の
言
葉
「
６
年
分

の
あ
り
が
と
う
」
を
歌
と
言
葉
で

伝
え
ま
し
た
。

▲家族に花を手渡し感謝を伝える卒業生

　

３
月
25
日
、
町
内
各
保
育
所
で

満
了
式
が
行
わ
れ
、
只
見
保
育
所

３
名
、
朝
日
保
育
所
５
名
、
明
和

保
育
所
５
名
の
さ
く
ら
組
園
児
が

満
了
を
迎
え
ま
し
た
。

　

只
見
保
育
所
で
は
、
保
育
証
書

を
受
け
と
っ
た
満
了
児
が
お
父
さ

ん
と
お
母
さ
ん
の
も
と
へ
歩
み
寄

▲別れの言葉を伝える満了児３名▲保護者の前で感謝の気持ちを伝える満了児

▲保育証書を受け取る満了児▲花束を手に退場する満了児

卒業式と満了式

明
和
小
学
校
・
卒
業
式

只
見
保
育
所
・
満
了
式

り
、「
い
つ
も
遊
ん
で
く
れ
て
あ

り
が
と
う
」
な
ど
と
感
謝
の
気
持

ち
を
伝
え
ま
し
た
。

　

満
了
式
後
に
は
、
た
ん
ぽ
ぽ
、

ひ
ま
わ
り
、
さ
く
ら
組
に
よ
る
縄

跳
び
や
歌
な
ど
の
発
表
会
が
行
わ

れ
、
成
長
し
た
姿
を
披
露
し
ま
し

た
。
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町
の
最
大
の
課
題
で
あ
る
人
口
減
少
の
克
服
を
目
指
し
、
昨
年

４
月
に
只
見
町
役
場
内
の
事
業
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
「
只
見
町

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
町
内
で
活
動
す
る
６
名
の
地
域
お
こ
し
協
力

隊
の
活
動
成
果
報
告
会
が
３
月
19
日
、
只
見
振
興
セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
、
町
民
な
ど
約
40
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
が

活
動
成
果
を
報
告

　

第
１
部
で
行
わ
れ
た
只
見
町
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
動
成
果
報
告
会

で
は
、
始
め
に
菅
家
町
長
が
「
当

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
若
手
・
中
堅

職
員
を
中
心
に
１
年
間
議
論
を
深

め
、
職
員
か
ら
具
体
的
な
施
策
が

提
案
さ
れ
た
。
施
策
は
次
年
度
の

予
算
に
も
組
み
込
ま
れ
て
お
り
、

今
回
町
民
の
皆
さ
ま
に
も
こ
の
取

り
組
み
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
地

域
と
の
連
携
を
さ
ら
に
深
め
て
い

き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

続
い
て
、
橋
本
副
町
長
が
当
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
始
め
た
４
つ
の
意
義

と
し
て
表
１
の
と
お
り
、
役
場
組

織
の
枠
組
み
を
超
え
た
多
角
的
な

視
点
で
の
検
討
、
課
題
の
共
有
、 ▲約1年間、各部署から参加した職員

只
見
町
の
未
来
に
つ
い
て
考
え
る

活
動
成
果
報
告
会

「
只
見
町
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」

▲只見町プロジェクトと地域おこし協力隊の1年間の成果を発表した報告会

▲只見町プロジェクトの成果を発表した吉津瑞穂創生企画係長
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【表１】只見町プロジェクトの目的
― 只見町の人口減少の克服 ―

❶役場組織の縦割りを超えた庁内の横断的な枠
組みの中での多角的な視点での検討

❷将来を背負う町の若手・中堅職員の人材育成
❸町の課題の共有
❹事業化に向けた検討

地
域
お
こ
し
協
力
隊
６
名
が

活
動
成
果
報
告
発
表

　

第
２
部
で
は
、
町
内
の
各
分
野

で
活
躍
さ
れ
る
地
域
お
こ
し
協
力

隊
６
名
に
よ
る
活
動
成
果
報
告
会

職
員
の
人
材
育
成
、
事
業
化
に
向

け
た
検
討
に
つ
い
て
説
明
し
、「
当

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
ま
だ
途
中
経
過

で
あ
り
、
今
後
も
継
続
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
」
と
総

括
し
ま
し
た
。

　

成
果
報
告
で
は
、
地
域
創
生
課

創
生
企
画
係
の
吉
津
瑞
穂
係
長
が
、

只
見
町
を
取
り
巻
く
人
口
減
少
に

よ
る
課
題
や
Ｐ
Ｔ
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
詳
し
く
説
明
し
ま
し
た
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
が
「
町

の
人
口
減
少
に
対
す
る
意
見
」
に

つ
い
て
、
区
長
連
絡
協
議
会
や
婦

人
会
、
老
人
会
、
農
商
工
観
光
団

体
な
ど
を
対
象
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を

実
施
し
、
そ
の
結
果
や
こ
れ
ま
で

の
議
論
を
踏
ま
え
、
既
存
事
業
の

ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
を
図
り
、
新

規
事
業
と
し
て
除
雪
オ
ペ
レ
ー
タ

ー
確
保
支
援
、
移
住
定
住
推
進
プ

ラ
ン
、只
見
線
観
光
路
線
化
事
業
、

戊
辰
遺
産
活
用
事
業
な
ど
に
取
組

む
こ
と
を
紹
介
し
ま
し
た
。

が
行
わ
れ
ま
し
た
。　

　

隊
員
１
年
目
の
教
育
振
興
協
力

隊
・
阿
部
利
浩
さ
ん
は
教
育
委
員

会
に
在
籍
し
、「
高
校
の
魅
力
化
」

活
動
を
テ
ー
マ
に
、
全
国
の
高
校

の
取
り
組
み
な
ど
を
報
告
し
ま
し

た
。
教
育
振
興
協
力
隊
で
隊
員
１

年
目
の
浜
津
航
矢
さ
ん
と
隊
員
２

年
目
の
渡
辺
史
さ
ん
は
「
町
の
公

営
塾
『
心
志
塾
』」
の
講
師
と
し
て

活
動
さ
れ
て
お
り
、
塾
で
の
取
り

組
み
や
課
題
に
つ
い
て
報
告
さ
れ

ま
し
た
。
隊
員
２
年
目
の
山
村
振

興
協
力
隊
・
藤
沼
航
平
さ
ん
は
森

林
の
分
校
ふ
ざ
わ
で
活
動
さ
れ
、

情
報
発
信
や
地
域
資
源
の
活
用
な

ど
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。
隊

員
３
年
目
の
観
光
振
興
協
力
隊
・

橋
本
拓
馬
さ
ん
は
会
津
た
だ
み
振

興
公
社
で
活
動
さ
れ
、
キ
ャ
ン
プ

場
で
の
取
り
組
み
な
ど
を
報
告
し

ま
し
た
。
同
じ
く
隊
員
３
年
目
の

観
光
振
興
協
力
隊
・
山
科
麻
伊
さ

ん
は
観
光
商
工
課
に
在
籍
し
、「
只

見
の
観
光
を
盛
り
上
げ
る
」
を
テ

ー
マ
に
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
策
な

ど
の
取
り
組
み
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

講
評
で
は
、
菅
家
町
長
が
「
６

名
の
隊
員
全
員
が
素
晴
ら
し
い
取

り
組
み
で
あ
っ
た
。
今
回
あ
っ
た

提
案
は
町
の
中
で
も
検
討
し
て
い

き
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

▲地域おこし協力隊の発表会に出席した左から渡部教育長、菅家町長、阿部利浩隊員、浜津航矢隊員、橋本拓馬隊員、山科麻伊隊員、
　藤沼航平隊員、渡辺史隊員、橋本副町長

▲３年の任期を終えた橋本隊員（左）と山科隊員（右）
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北
海
道
東
京
事
務
所
を
訪
問

町
内
唯
一
の
医
療
機
関
・
朝
日
診
療
所
の
医
療
体
制
が
縮
小

課
題
解
決
と
町
民
と
の
絆
を
深
め
た
２
年
間

雪
ま
つ
り
で
募
っ
た
災
害
見
舞
金
を
贈
呈

町
が
平
成
㉛
年
度
の
医
療
体
制
縮
小
を
報
告

橋
本
晃
一
副
町
長
が
退
任

　

３
月
26
日
、
雪
ま
つ
り
実
行
委
員
会
長

の
菅
家
町
長
が
東
京
都
内
に
あ
る
北
海
道

東
京
事
務
所
を
訪
れ
、「
第
47
回
只
見
ふ
る

さ
と
の
雪
ま
つ
り
」
で
集
め
た
災
害
見
舞

金
１
５
７
，０
２
０
円
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
の
復

興
応
援
を
テ
ー
マ
に
開
催
し
た
今
年
の
雪

ま
つ
り
で
募
っ
た
も
の
で
、
会
場
で
集
め

た
募
金
と
北
海
道
物
産
販
売
の
売
上
金
を

贈
呈
し
ま
し
た
。

　

菅
家
町
長
か
ら
同
事
務
所
の
田
中
副
所

長
に
災
害
見
舞
金
を
手
渡
し
、
北
海
道
庁

旧
本
庁
舎
「
赤
れ
ん
が
庁
舎
」
の
大
雪
像

を
制
作
し
た
復
興
応
援
企
画
な
ど
を
報
告

し
ま
し
た
。
田
中
副
所
長
は
感
謝
の
言
葉

を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
４
月
１
日
か
ら
只
見
町
副
町

長
に
就
任
さ
れ
た
橋
本
晃
一
氏
が
、
３
月

31
日
を
も
っ
て
退
任
さ
れ
ま
し
た
。
橋
本

副
町
長
は
任
期
中
、
特
に
町
の
最
大
の
課

題
で
あ
る
人
口
減
少
対
策
に
取
り
組
ま
れ

ま
し
た
。
こ
の
問
題
に
立
ち
向
か
う
た
め

に
、役
場
組
織
の
枠
組
み
を
超
え
た「
只
見

町
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
を
立
ち
上
げ
、

課
題
解
決
に
向
け
た
事
業
の
検
討
と
職
員

の
育
成
を
進
め
て
き
ま
し
た
。同
月
19
日
に

は
、
そ
の
成
果
報
告
会
も
開
催
し
ま
し
た
。

　

同
月
29
日
に
行
わ
れ
た
役
場
の
離
任
式

で
橋
本
副
町
長
は
「
多
く
の
町
民
と
の
絆

が
私
の
大
き
な
財
産
。
県
庁
に
戻
っ
て
も

只
見
町
を
応
援
し
た
い
」
と
退
任
の
あ
い

さ
つ
を
さ
れ
ま
し
た
。

▲田中副所長（右）に災害見舞金を手渡す
　菅家町長（左）

▲歯科を除き医療体制の縮小が見込まれる朝日診療所

▲多くの職員に見送られる中、菅家町長（右）と
　握手を交わす橋本副町長（左）

　

只
見
町
唯
一
の
医
療
機
関
で
あ
る
朝
日
診
療
所
の
看
護
師
が
不
足
し
、
４
月
か

ら
医
療
体
制
の
縮
小
が
避
け
ら
れ
な
い
状
況
と
な
っ
た
こ
と
を
受
け
、
診
療
所
を

設
置
す
る
町
は
３
月
15
日
発
行
の
広
報
紙
「
お
し
ら
せ
ば
ん
」
で
、
診
療
所
医
療

体
制
の
縮
小
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

　

診
療
所
の
看
護
師
数
は
３
月
現
在
で
会
津
若

松
市
の
会
津
中
央
病
院
か
ら
派
遣
さ
れ
て
い
る

２
名
を
含
め
14
名
体
制
で
し
た
が
、
定
年
退
職

な
ど
に
よ
り
４
月
以
降
は
２
名
減
の

12
名
体
制
と
な
り
ま
す
。

　

町
で
は
平
成
30
年
度
内
に
３
回
看

護
師
を
募
集
し
、
募
集
年
齢
の
拡
大

な
ど
幅
広
く
人
材
の
確
保
な
ど
に
努

め
ま
し
た
が
応
募
者
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
状
況
か
ら
、「
お
し
ら
せ

ば
ん
」
で
の
報
告
で
は
本
年
４
月
以

降
か
ら
「
入
院
患
者
受
入
数
が
19
名

か
ら
減
少
す
る
見
込
み
で
あ
る
こ

と
」「
看
取
り
対
応
が
で
き
な
い
場

合
が
あ
る
こ
と
」「
訪
問
看
護
体
制

の
縮
小
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
」
が
挙

げ
ら
れ
、
一
刻
も
早
く
医
療
体
制
を

回
復
さ
せ
る
た
め
に
、
今
後
も
看
護

師
確
保
に
向
け
て
全
力
で
取
り
組
む

こ
と
が
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
町
で
は
看
護
師
確
保

に
向
け
て
継
続
し
て
募
集
す
る
予
定

と
し
て
お
り
、
町
民
の
方
々
な
ど
に

身
近
な
方
へ
の
お
声
が
け
の
協
力
を

呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。
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NEWS&FLASH

只
見
字
沖
地
内
に
竣
工

心
の
病
気
へ
の
理
解
を
深
め
る

只
見
町
監
査
委
員
の
辞
令
交
付
式

３
年
間
の
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
る

只
見
町
定
住
促
進
住
宅・沖
住
宅

「
こ
こ
ろ
と
い
の
ち
を
守
る
」講
演
会

小
川
集
落
の
栗
木
豊
さ
ん
が
就
任

「
山
村
教
育
留
学
生
⓯
期
生
」送
別
式

　

只
見
町
の
定
住
人
口
拡
大
を
目
的
と
し

た
住
宅
「
只
見
町
定
住
促
進
住
宅
・
沖
住

宅
」
が
３
月
11
日
、
只
見
字
沖
地
内
に
竣

工
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
定
住
希
望
者
が

町
内
に
定
住
す
る
住
宅
を
確
保
す
る
ま
で

の
準
備
期
間
に
一
時
的
に
入
居
で
き
る
住

宅
で
、
入
居
期
限
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

平
成
25
年
に
竣
工
し
た「
新
町
住
宅
」と
と

も
に
今
回
で
２
棟
目
と
な
り
ま
す
。
住
宅

は
鉄
骨
造
２
階
建
で
、
１
階
部
分
は
２
台

駐
車
可
能
な
車
庫（
約
37
㎡
）と
な
っ
て
お

り
、
２
階
の
居
住
部
分
は
１
Ｌ
Ｄ
Ｋ
（
約

46
㎡
）
の
間
取
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。
家

賃
は
４
万
５
千
円
（
共
益
費
、
車
庫
費
用

込
み
）
で
、
４
世
帯
の
入
居
が
可
能
で
す
。

　

３
月
９
日
、
心
の
病
気
へ
の
理
解
を
深

め
る「
こ
こ
ろ
と
い
の
ち
を
守
る
講
演
会
」

が
季
の
郷
湯
ら
里
で
開
か
れ
、
地
域
住
民

な
ど
約
30
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

朝
日
診
療
所
の
若
山
隆
所
長
を
講
師
に

迎
え
、「
あ
な
た
の
ス
ト
レ
ス
を
軽
く
す

る
た
め
に
～
認
知
行
動
療
法
に
み
る
自
分

の
心
の
支
え
方
」
を
テ
ー
マ
に
、
国
や
県

内
の
自
殺
の
動
向
、
ス
ト
レ
ス
と
う
つ
病
、

行
動
活
性
化
や
思
考
チ
ェ
ン
ジ
な
ど
の
認

知
行
動
療
法
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
心
に
余
裕
を
つ
く
る
こ
と
が
重
要

と
伝
え
ら
れ
、
参
加
者
は
自
分
の
心
の
支

え
方
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

　

３
月
１
日
、只
見
町
監
査
委
員
の
辞
令
交

付
式
が
役
場
で
行
わ
れ
、菅
家
町
長
が
栗
木

豊
さ
ん（
小
川
）に
辞
令
を
交
付
し
ま
し
た
。

　

監
査
委
員
は
、
地
方
自
治
法
で
定
め
る

執
行
機
関
の
ひ
と
つ
で
、
議
会
の
同
意
を

得
て
町
長
が
選
任
。
権
限
は
町
長
か
ら
独

立
し
て
お
り
、
独
立
し
た
立
場
で
職
務
を

行
い
ま
す
。「
税
金
が
無
駄
使
い
さ
れ
て

い
な
い
か
」「
事
業
が
効
果
的
に
行
わ
れ

て
い
る
か
」
な
ど
を
町
民
の
方
々
に
代
わ

っ
て
監
査
し
、
そ
の
結
果
を
関
係
機
関
に

知
ら
せ
る
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

栗
木
さ
ん
の
任
期
は
３
月
１
日
か
ら
４

年
間
で
、
議
会
選
出
監
査
委
員
の
目
黒
仁

也
議
員
と
２
名
体
制
で
活
動
さ
れ
ま
す
。

　

２
月
28
日
、「
只
見
町
山
村
教
育
留
学
生

第
15
期
生
」
13
名
の
送
別
式
が
只
見
振
興

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
保
護
者
や
教
育
関

係
者
な
ど
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

送
別
式
で
は
、
渡
部
教
育
長
が
「
感
謝

の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
努
力
し
て
く
だ
さ
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
、菅
家
町
長
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

ゆ
い
ネ
ッ
ト
只
見
の
新
国
守
寮
長
が
祝
辞

を
述
べ
ま
し
た
。そ
の
後
、留
学
生
一
人
ひ

と
り
が「
只
見
は
第
二
の
故
郷
で
す
」「
将
来

は
福
祉
関
係
で
地
域
の
役
に
立
ち
た
い
」な

ど
町
へ
の
想
い
や
将
来
の
目
標
を
発
表
し
、

卒
業
生
代
表
の
堀
越
創
さ
ん
が
「
只
見
の

方
々
に
感
謝
し
、
目
標
に
向
か
っ
て
頑
張

り
ま
す
」
と
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

▲竣工した定住促進住宅・沖住宅

▲若山所長の説明に耳を傾ける参加者の皆さん

▲辞令書を手にする栗木さん（右）と菅家町長

▲３年間只見町で学んだ第15期生の皆さん
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地域住民の１年間の成果を発表
各振興センターで「地域の発表会」開催

雪上の亀岡ビーチバレーコートで熱戦が繰り広げられる
「TADAMIスノースポーツフェスティバル2019」開催

　文芸作品などの展示や体験コーナーなどを設け
た「地域の発表会」が３地区の振興センターでそ
れぞれ開催されました。このイベントは、地域住
民や各振興センターが１年間の活動の集大成とし
て開催されているもので、会場内には保育所園児
から大人までの力作が並びました。当日はどの会
場も多くの来場者で賑わい、地域の魅力が発信さ
れ、住民相互の交流が深められました。

　３月２～３日、NPO法人ただみコミュニティクラブが主催する「TADAMIスノースポーツフェスティ
バル２０１９」が亀岡多目的活性化広場内特設コートで開催され、雪上でのバレーボールやフットサル
の試合などが行われました。県内外から約２０チームが出場した同大会では、特別ゲストとしてバレー
ボール元全日本代表選手やビーチバレー日本代表選手、サッカー元なでしこジャパンの選手などアスリ
ート６名と、動画配信サイト「YouTube」で活躍されるユーチューバー・ジャングル大西さんを迎え、
参加者と一緒にプレーしました。綱引きや宝拾いなどの雪上運動会も催され、子どもから大人まで雪上
での競技を楽しんでいました。

▲井上謙選手、齋藤信治選手、田中姿子選手、佐野優子選手などの
アスリートも参加した雪上バレーボール

▲内山環選手、海堀あゆみ選手のほかにユーチューバー・ジャング
ル大西さんなどが参加した雪上フットサル

▲（３月３日開催／朝日のいいもの集めちゃった市）多くの来場者
の前で昔ばなしを披露する只見町昔ばなしの会の皆さん

▲（３月10日開催／明和公民館まつり）耐震改修工事が完了した明
和振興センターのステージで発表する地域住民の皆さん

▲（３月10日開催／只見振興センターまつり）地域住民と一緒に餅
つきを楽しむベトナムから㈱リードに来ている実習生
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町の話題 皆さまからの身近な情報をお待ちしています。ご意見ご要望もお気軽にお寄せください。
地域創生課 　☎ 82－5220　Fax 82－2117

町内企業のメーデルリーフ社員２名が来庁
只見線の活用として3万3870円を寄付

只見の魅力に触れる
「只見おもしろ学」自然・民俗文化編を開催

手作り豆腐と郷土料理にチャレンジ！
町食生活改善推進員会の研修会

　農作物を使った６次化商品の企画・製造・販売を手掛け
る合同会社メーデルリーフの三瓶彰治さん、原田郁子さん
が役場を訪れ、菅家町長にＪＲ只見線の復旧、利活用とし
て、３万３８７０円を寄付されました。これは、メーデル
リーフが町産玄米を使って開発した「只見ポンせん（税込
１３０円）」の売り上げの一部を寄付するもので、昨年の
１０ヶ月間、町内外の売店で３３８７個を販売し、１個１
０円を寄付したものです。
　寄付では、三瓶さんと原田さんが「只見線を応援するた
め、寄付システムを取り入れた土産品を考えた」と経緯を
話され、菅家町長がお礼の言葉を述べました。

▲菅家町長（右）に目録を手渡す原田郁子さん（中）と三瓶
彰治さん（左）

▲食改の皆さんとともに型箱から「木綿豆腐」を取り出
す講師の五十嵐さん

▲かんじき体験する参加者の皆さん

　３月６日、只見の自然と民俗文化を学ぶ「只見おもしろ学」
の講座が行われ、１５名が参加しました。第１部では、舘ノ
川の渡部和子さんを講師に迎え、「冬の三石神社」をテーマ
に、かた雪わたりやかんじき体験をしながら散策しました。
只見振興センターを会場に行われた第２・３部では、「くま
撃ち」と郷土料理「ザクザク」について学びました。「くま
撃ち」では、講師を務めた小川の渡部民夫さんが鉄砲の撃ち
方や狩猟方法などを紹介し、「ザクザク」では、町の郷土料
理を学んだ人材育成第８期生の坂田の飯塚孝子さんと目黒香
都子さんがザクザクを調理し、全員で試食しました。参加者
は、町の自然や伝統的な文化の魅力に触れていました。

　２月２８日、只見町食生活改善推進員会の研修会が只見
振興センターで開かれ、会員１８名が参加しました。研修
会では、五十嵐ユキエさん（塩ノ岐）を講師に迎え、「木綿
豆腐」とその豆腐を使った「つと豆腐」づくりを行いまし
た。始めに、水につけた大豆とにがりなどを使って本格的
な「木綿豆腐」づくりを体験し、その豆腐を使った会津の
郷土料理「つと豆腐」づくりに取り組みました。「つと豆
腐」は、冠婚葬祭や正月などの料理として昔から食されて
おり、豆腐を藁で包んで作るという特徴があります。自分
たちの手で作った豆腐を試食した参加者からは「美味しく
できた」という喜びの声が聞かれました。
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町内の３小学校児童が参加
「第6回全国海洋教育サミット」で学習成果発表

　グローバルな視点で只見と海の結びつきを学ぶ
「海洋教育」を推進する只見小学校、朝日小学校、
明和小学校の６年生は２月９日、東京大学の安田
講堂で開かれた「全国海洋教育サミット」に参加
し、学習の成果を発表しました。児童たちは、自
然を生かした只見の未来の町づくりや自然を支え
る水の循環などをテーマに、山間部と海の繋がり
などこれまでの学習の成果をポスターにまとめ、
全国の方々の前で発表しました。児童たちは海洋
教育を通して、ふるさと只見の良さを再確認する
ことができました。▲未来の町づくりを提案した只見小児童の皆さん

▲只見の自然や八十里越について発表した明和小児童の皆さん▲只見の自然、文化の良さを発表した朝日小児童の皆さん

　南郷トマトや米などをつくる只見地区の㈱新国
農園の新事務所が３月１１日、沖地内に完成しま
した。この施設は、事務所機能のほか、加工施設
や米の保冷庫などが設けられており、加工施設で
は同社で生産した米を使って「米粉」商品をつく
ります。一次加工で作った米粉をパッケージして
販売するほか、二次加工で米粉から「麺」「皮」
などを作り販売する計画もあります。
　同社取締役の新國真也さんと妻の美紀さんは
「もともと蕎麦の製粉を受けており、子どものア
レルギー対策がきっかけで米粉を作るようになり
ました。米粉づくりを行うことで、冬期間の従業
員の仕事として通年雇用にも繋げたいと考えてい
ます。これから米粉の様々な可能性を試していきたい」と話しました。米粉は、町内で販売される予定
で、学校給食の食材としての活用も目指していきます。

６次化商品の開発で通年雇用や農業の広がりを目指す
新国農園（只見）の多機能型新事務所完成！

▲同月19日に検査が完了した新事務所の加工場に立つ新國真也さん
（左）と妻の美紀さん（右）
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町の話題 皆さまからの身近な情報をお待ちしています。ご意見ご要望もお気軽にお寄せください。
地域創生課 　☎ 82－5220　Fax 82－2117

只見町の民具の価値や重要性を再確認
「会津只見史談会歴史民俗講演会」開催

只見町ブナセンター自然観察会
「只見の冬を体感しよう―深沢集落の余名沢のブナ林」

只見町ブナセンター講座
「只見の自然を食べる―只見町の食文化の特徴」

　３月１６日、会津只見史談会主催の歴史民俗講演
会が朝日振興センターで開催され、町内外から３６
名が参加しました。元県立博物館専門学芸員で現只
見町文化財調査委員の佐々木長生氏を講師に迎え、
「只見の歴史と民俗を読む」をテーマに講話されま
した。会津藩が江戸時代にまとめた地誌「新編会津
風土記」、衣・食・住や行事など社会集団の生活上
の様々な仕方やしきたりなどをまとめた書籍「風俗
帳」の視点で、実際の民具を照らし合わせながら具
体的に説明されました。参加者は、只見町の民具の
価値や重要性を再確認しました。

　３月１０日、季の郷湯ら里付近の余名沢沿いにあ
るブナ二次林で自然観察会が開催され、約２０名が
参加しました。観察会では、かんじきやスノーシュ
ーなどを履いてブナ林を目指し、冬芽の観察を行い
ながらブナセンター職員が樹木の落葉期の自然観察
の方法や雪が植物に与える影響、ブナなどについて
解説しました。余名沢のブナ林は小規模ながらもブ
ナの純林になっており、根曲りしながらもどっしり
と立ち上がる様子などを確認しました。参加者は、
例年より雪が少ない只見の冬を体験することができ
ました。

　３月２１日、福島の食文化研究家である平出美穂
子氏を講師にブナセンター講座が開催され、１９名
が参加しました。今回の講座では只見の自然食や食
文化をテーマに、只見の年中行事などからみた自然
食の特徴や越後（新潟）、下野（栃木）との関係に
ついて講話されました。講座の最後には、町の自然
食を残す方法を考えるグループワークが行われ、給
食での提供や料理教室の開催など若い世代が伝統食
に触れる機会を増やすなどの意見が多く出されまし
た。参加者は、只見の食文化の価値と継承していく
ことの重要性について理解を深めました。

▲只見の民具の重要性を紹介した佐々木氏

▲余名沢のブナ林で開催した自然観察会

▲活発な意見を出し合ったグループワーク
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地域おこし協力隊として
Vol.53

　皆さんこんにちは。朝日診療所の山内健士朗
です。今年の冬は暖冬で雪も少なくとても過ご
しやすかったですね。今回は恐縮ながら私の退
任の挨拶をさせていただきたく思います。
　この 4月から私は南相馬市に異動となり、 3
月いっぱいで再び只見町を去ることとなりまし
た。この只見町で計 3年を過ごさせていただき、
皆さまと関わることができて大変嬉しく思って
おります。至らない点もあったかと思いますが、
温かく接していただいた皆さまに心より感謝い
たします。
　異動先は只見町から遠方になりますが、同じ
県内にいるのでまた只見町に伺うこともあるか
と思います。

　只見町の地域おこし協力隊となり、あっとい
う間の 3年間でした。広報ただみの原稿を書く
のもこれが最後となりました。
　何を書くか悩んでいるときに、「この 3年間
で町民の方々が私を知っているという人はどれ
ぐらいいるのか？」と思いました。おそらく、
只見町の人口の半分は知っていると思います。
なぜ人口の半分が知っていると言えるのかと言
うと、キャンプ場やスキー場を中心に活動して
いたので、多くの町民の方々と出会い、私を知
ったという方が多いと思います。
　特にキャンプ場では、新潟県三条市にあるア
ウトドアメーカー「㈱スノーピーク」と連携し、
モニタリングキャンプのスタッフとして一緒に

「退任の挨拶」

「３年間ありがとうございました」

　最後になりますが、皆さま、心身ともに気を
付けてこれからも元気にお過ごしください。 3
年間お付き合いいただき、誠にありがとうござ
いました。皆様のご多幸を心からお祈りしてお
ります。

活動しました。田子倉ダムでの水遊びやキャン
プ場にある古民家を活かした食事体験などを実
施し、アウトドアを通して只見の魅力に触れる
ことができました。
　 3年間という短い期間でしたが、多くの方々
にお世話になりました。沢山の町民の方々と出
会ったことは私の宝物です。本当にありがとう
ございました。

朝日診療所
　　　医師　山内　健士朗

只見町観光振興協力隊

橋本　拓
たく

馬
ま

広報ただみ診療所
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只
見
町
に
は
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
・

イ
モ
リ
の
仲
間
（
有
尾
類
）
が
五
種
、

カ
エ
ル
の
仲
間
（
無
尾
類
）
が
九
種

の
計
一
四
種
の
両
生
類
が
生
息
し
て

い
ま
す
。
只
見
町
は
両
生
類
の
生
息

密
度
が
と
て
も
高
く
、
多
く
の
カ
エ

ル
や
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
を
簡
単
に
観

察
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
積
雪
が

多
い
た
め
雪
解
け
水
や
地
下
水
が
ふ

ん
だ
ん
で
、
沢
や
池
、
湿
地
な
ど
の

自
然
な
水
場
の
ほ
か
、
水
田
な
ど
の

人
工
的
な
環
境
も
含
め
て
水
環
境
が

豊
富
で
す
。
ブ
ナ
を
中
心
と
し
た
広

葉
樹
林
に
覆
わ
れ
た
山
の
沢
水
は
、

夏
で
も
か
れ
る
こ
と
は
少
な
く
水
温

も
低
い
た
め
、
ハ
コ
ネ
サ
ン
シ
ョ
ウ

ウ
オ
の
仲
間
や
タ
ゴ
ガ
エ
ル
の
よ
う

な
冷
た
く
安
定
し
た
渓
流
環
境
を
好

む
種
類
が
多
く
生
息
し
て
い
ま
す
。

山
中
に
点
在
す
る
湿
地
や
雪
解
け
水

が
溜
ま
る
池
は
、
ク
ロ
サ
ン
シ
ョ
ウ

ウ
オ
や
ヤ
マ
ア
カ
ガ
エ
ル
な
ど
の
止

水
環
境
を
好
む
種
が
産
卵
に
利
用
し

て
い
ま
す
。
人
が
手
を
加
え
て
維
持

し
て
き
た
里
の
水
田
や
池
は
、
ト
ノ

サ
マ
ガ
エ
ル
や
ニ
ホ
ン
ア
マ
ガ
エ
ル

な
ど
の
浅
い
水
場
を
好
む
種
類
の
生

息
場
所
と
な
り
、
ま
た
山
林
に
隣
接

し
て
い
る
こ
と
か
ら
モ
リ
ア
オ
ガ
エ

ル
の
よ
う
な
山
地
性
の
種
類
の
生
息

場
所
と
し
て
も
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

両
生
類
は
生
態
系
の
食
物
連
鎖
の

中
で
は
中
位
の
捕
食
者
と
し
て
の
位

置
を
占
め
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
カ

エ
ル
類
は
主
に
昆
虫
な
ど
の
小
動
物

を
食
べ
る
捕
食
者
で
す
が
、
そ
の
一

方
で
カ
エ
ル
を
餌
に
す
る
生
物
も
多

く
お
り
、
よ
り
上
位
の
捕
食
者
で
あ

る
ヘ
ビ
類
や
小
型
・
中
型
の
哺
乳
類
、

鳥
類
の
重
要
な
餌
と
も
な
っ
て
い
ま

す
。
渓
流
で
見
か
け
る
カ
ワ
ガ
ラ
ス

や
カ
ワ
ネ
ズ
ミ
は
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ

類
も
餌
と
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ

て
い
ま
す
し
、
水
田
で
は
カ
エ
ル
を

飲
み
込
ん
だ
ヘ
ビ
や
、
餌
を
つ
い
ば

む
サ
ギ
類
を
よ
く
見
か
け
ま
す
。
多

く
の
生
物
の
餌
と
も
な
る
カ
エ
ル
や

サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
が
豊
富
で
あ
る
と

い
う
こ
と
は
、
そ
れ
を
養
う
だ
け
の

量
の
餌
と
な
る
昆
虫
な
ど
の
小
動
物
、

そ
の
餌
と
な
る
植
物
な
ど
が
存
在
す

る
こ
と
を
表
し
ま
す
。
さ
ら
に
は
よ

り
大
型
の
上
位
の
捕
食
者
を
養
っ
て

い
く
力
が
そ
の
生
態
系
に
は
あ
る
と

い
う
こ
と
で
す
。
両
生
類
の
豊
富
さ

は
、
只
見
の
自
然
の
「
底
力
」
の
強

さ
を
表
す
指
標
で
も
あ
る
の
で
す
。

県
内
の
平
野
部
で
は
夏
の
夜
で
も
驚

く
ほ
ど
静
か
で
カ
エ
ル
の
声
が
あ
ま

り
聞
こ
え
な
い
水
田
が
広
が
る
場
所

も
あ
り
ま
す
が
、
町
内
で
は
幸
い
そ

の
よ
う
な
場
所
は
見
当
た
り
ま
せ
ん
。

水
田
の
カ
エ
ル
の
声
が
少
し
賑
や
か

す
ぎ
る
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
そ
れ
は
只
見
の
自
然
の
豊
か

さ
の
証
で
も
あ
る
の
で
す
。

　

只
見
町
で
は
普
通
に
み
ら
れ
る
こ

の
よ
う
な
両
生
類
は
、
い
ま
は
都
市

部
や
平
野
部
で
は
数
を
減
ら
し
、
だ

ん
だ
ん
と
見
つ
け
る
こ
と
が
難
し
く

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
両
生
類
は
そ

の
名
の
通
り
、
生
き
る
上
で
水
と
陸

の
両
方
の
環
境
が
必
要
で
す
。
産
卵

や
幼
生
期
の
成
長
を
水
場
で
お
こ
な

い
、
変
態
後
は
陸
上
へ
移
動
し
、
そ

し
て
成
熟
す
る
と
再
び
産
卵
の
た
め

に
水
場
へ
戻
る
、
と
い
う
サ
イ
ク
ル

を
繰
り
返
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

ふ
だ
ん
の
生
息
環
境
だ
け
で
な
く
水

と
陸
の
間
を
行
き
来
で
き
る
環
境
の

つ
な
が
り
も
重
要
な
要
素
で
す
。
最

近
は
水
田
の
荒
廃
や
乾
燥
化
、
ほ
場

整
備
、
河
川
や
池
の
護
岸
工
事
、
道

路
の
建
設
な
ど
に
よ
っ
て
全
国
的
に

生
息
環
境
が
悪
化
し
、
人
工
構
造
物

に
よ
っ
て
環
境
の
つ
な
が
り
も
断
た

れ
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
町
内
で
は

比
較
的
良
好
な
生
息
場
所
が
多
い
の

で
す
が
、
そ
れ
で
も
移
動
の
際
に
コ

ン
ク
リ
ー
ト
側
溝
や
砂
防
堰
堤
、
舗

装
道
路
な
ど
が
障
害
に
な
っ
て
い
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
雨
の
夜
に
カ
エ

ル
が
路
上
に
出
て
車
に
轢
か
れ
て
し

ま
う
の
は
そ
の
一
例
で
す
。

　

カ
エ
ル
や
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
な
ど

の
両
生
類
は
少
し
地
味
な
存
在
で
は

あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
も
地
域
の

人
々
の
営
み
と
と
も
に
繁
栄
し
、
只

見
の
生
態
系
を
支
え
て
き
た
生
物
で

す
。
二
〇
一
四
年
に
は
地
域
の
固
有

種
で
あ
る
タ
ダ
ミ
ハ
コ
ネ
サ
ン
シ
ョ

ウ
ウ
オ
が
発
見
さ
れ
、
い
ま
だ
に
謎

の
多
い
グ
ル
ー
プ
で
は
あ
り
ま
す
が
、

町
の
自
然
を
理
解
す
る
上
で
は
欠
か

せ
な
い
存
在
で
す
。
只
見
の
自
然
の

豊
か
さ
の
象
徴
の
一
つ
と
し
て
、
こ

れ
か
ら
も
両
生
類
の
こ
と
を
少
し
だ

け
気
に
か
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。

▲河川・渓流・水田など、両生類のさまざまな
生息環境がひしめく只見町（要害山から）

▲只見町周辺の固有種タダミハコネサンショウ
ウオの幼生（只見町西部）

297

カ
エ
ル
と
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
楽
園
・
た
だ
み
⑥（
最
終
回
）

―
両
生
類
が
支
え
る
只
見
の
自
然
―

国
立
科
学
博
物
館

分
子
生
物
多
様
性
研
究
資
料
セ
ン
タ
ー

吉よ
し

川か
わ　

夏な
つ

彦ひ
こ

と
っ
て
お
き
の
話

只見学
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町
民
文
芸

只
見
短
歌
会　
二
月
詠
草	

大
塚
栄
一　
　

指
導

	

馬
場　

八
智

遠
く
住
む
娘
は
一
言
こ
ろ
ぶ
な
と
我
に
声
か
け
帰
り
行
き
た
り

	

新
国
由
紀
子

老
い
母
と
床
を
並
べ
て
眠
り
ゐ
る
夜
半
の
寝
息
に
耳
傾
け
ぬ

	

関
谷
登
美
子

降
雪
の
少
な
き
今
年
の
雪
ま
つ
り
祈
願
花
火
の
輝
や
き
映
ゆ
る

	

目
黒　

富
子

突
風
に
ご
ざ
の
折
り
山
を
越
へ
ま
ろ
ぶ
干
し
た
る
種
類
大
か
た
混
じ
る

	
渡
部
ヨ
リ
子

浅
雪
で
晴
天
続
く
雪
ま
つ
り
会
場
は
数
多
の
人
で
賑
は
ふ

	
新
国　

洋
子

仕
入
れ
よ
り
帰
り
来
し
孫
幼
児
に
疲
れ
癒
す
か
高
く
抱
き
上
ぐ

	

渡
部
ゆ
き
子

物
の
無
き
頃
思
ひ
つ
つ
曾
孫
の
満
了
式
の
ス
マ
ホ
に
見
入
る

	

（
出
詠
順
）

只
見
俳
句
会　
三
月
定
例
会	

目
黒
十
一　
　

指
導

	

味
代
子

息
白
し
漬
物
の
石
定
ま
ら
ず

福
寿
草
裏
の
堤
は
ま
だ
白
く

	

弘　

子

白
地
の
帯
吾
に
残
し
て
雪
に
逝
く

美
容
院
出
れ
ば
風
花
髪
に
舞
う

	

恒　

夫

碑
に
彫
ら
る
志
士
の
享
年
春
疾
風

彼
岸
入
系
図
に
一
行
書
き
加
え

	

礼　

降
る
雪
や
眼
裏
を
占
む
天
衣

沫
雪
に
ぽ
っ
と
点
り
し
街
路
か
な

	

一　

穂

塩
蕨
水
に
戻
し
て
彼
岸
膳

春
の
雪
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
隠
し
け
り

	

修　

一

立
春
や
差
し
込
む
陽
ざ
し
踏
み
お
り
し

窓
明
け
て
三
月
の
空
独
り
占
め

	

吉　

児

味
噌
汁
に
色
を
散
ら
し
て
ふ
き
の
薹

鈴
懸
の
花
手
向
け
あ
り
瞽
女
の
墓

	

幸　

生

蝌か

蚪と

群
れ
る
轍
わ
だ
ち
の
池
の
絶
ゆ
る
ま
で

湧
き
水
に
蝌
蚪
湧
い
て
出
て
児
等
群
れ
て

	

信　

ふ
る
さ
と
の
春
ま
だ
遠
し
友
の
声

イ
ヌ
フ
グ
リ
気
に
も
止
め
ず
に
急
ぐ
人
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総務課　
　総務係　財政係	☎82－5210
地域創生課　
　創生企画係　広報広聴係
　ユネスコエコパーク推進係
	 ☎82－5220
町民生活課
　税　務　係	 ☎82－5110
　町　民　係	 ☎82－5100
保健福祉課
　保　健　係	 ☎84－7005
　福　祉　係	 ☎84－7010
農林建設課
　農林係	 ☎82－5230
　建設係	 ☎82－5270
観光商工課	 ☎82－5240
　観光係　商工係
会　計　室	 ☎82－5120
議会事務局	 ☎82－5300
農業委員会	 ☎82－5230
教育委員会	 ☎82－5320
学校給食センター	☎84－7180
只見保育所	 ☎82－2219
朝日保育所	 ☎84－2038
明和保育所	 ☎86－2249
朝日診療所	 ☎84－2221

（歯科）	 ☎84－2612
こぶし苑	 ☎84－2101
只見振興センター	☎82－2141
朝日振興センター	☎84－2111
明和振興センター	☎86－2111

電話番号

税

今
月
の
納
期

４
月
25
日
ま
で
に

　
　
　
　
　

納
め
ま
し
ょ
う

●
固
定
資
産
税
（
１
期
）

●
農
集
排
使
用
料
（
４
月
分
）

町
職
員
の
退
職
お
よ
び

新
規
職
員
の
お
知
ら
せ

国
家
公
務
員「
税
務
職
員
採
用

試
験（
高
卒
程
度
）」の
お
知
ら
せ

国
家
公
務
員
「
一
般
職
試
験

（
高
卒
者
試
験
）」の
お
知
ら
せ

人
　
事

試
　
験

●
異
動
・
退
職
（
３
月
31
日
付
）

　

町
政
に
尽
力
さ
れ
た
次
の
方
々

が
平
成
31
年
３
月
31
日
付
で
退
職

さ
れ
ま
す
。

《
退
職
》

▽
副
町
長 

橋
本　

晃
一

▽
朝
日
診
療
所　

医
師

 

山
内
健
士
朗

▽
農
林
建
設
課　

副
主
幹

 

関
谷　

修
一

▽
朝
日
診
療
所　

准
看
護
師

 

目
黒　

真
弓

▽
明
和
振
興
セ
ン
タ
ー

 

（
再
任
用
職
員
）
横
田　

雅
則

▽
教
育
委
員
会

 

（
再
任
用
職
員
）
山
内　

啓
資

　

仙
台
国
税
局
で
は
、
バ
イ
タ
リ

テ
ィ
ー
あ
ふ
れ
る
税
務
職
員
を
募

集
す
る
た
め
に
、
平
成
31
年
度
国

家
公
務
員
「
税
務
職
員
採
用
試
験

（
高
校
卒
業
程
度
）」
を
次
の
と
お

り
実
施
い
た
し
ま
す
。

●
受
験
資
格

①
平
成
31
年
４
月
１
日
に
お
い
て
、

高
校
卒
業
後
３
年
を
経
過
し
て

い
な
い
者
お
よ
び
令
和
２
年

（
２
０
２
０
年
）３
月
ま
で
に
高

校
を
卒
業
す
る
見
込
み
の
者

②
人
事
院
が
①
に
掲
げ
る
者
に
準
　

人
事
院
で
は
、
国
家
公
務
員
採

用
一
般
職
試
験（
高
卒
者
試
験
）を

▽
農
林
建
設
課

　

副
課
長（
兼
）建
設
係
長

 

渡
辺　
　

浩

▽
会
計
室　

主
任
主
査（
兼
）主
任

 
三
瓶
さ
お
り

▽
町
民
生
活
課　

主
事

 
長
谷
部
千
晶

●
新
規
職
員
（
４
月
１
日
付
）

　

次
の
方
々
を
新
た
に
迎
え
、
平

成
31
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

▽
観
光
商
工
課

　

観
光
係（
兼
）

　

商
工
係

　

小
林　

克
弥

▽
地
域
創
生
課

　

広
報
広
聴
係

　

菊
地　

優
花

▽
町
民
生
活
課

　

税
務
係

　

目
黒　

誠
也

▽
再
任
用
職
員

　

農
林
建
設
課 

関
谷　

修
一

　

朝
日
診
療
所 

吉
津　

有
子

ず
る
と
認
め
る
者

●
受
験
申
込
受
付
期
間

　

６
月
17
日（
月
）か
ら

　

６
月
26
日（
水
）ま
で

●
受
験
申
込
方
法

▽
受
験
申
込
み
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
申
込
み
と
す
る
。

▽
国
家
公
務
員
試
験

 

採
用
情
報
Ｎ
Ａ
Ｖ
Ｉ

（http://w
w
w
.jinji.go.jp/

saiyo/saiyo.htm

　
　
　

）

●
第
１
次
試
験
日

　

９
月
１
日（
日
）

●
問
合
せ
先

仙
台
国
税
局 

人
事
第
二
課

試
験
研
修
係

☎
０
２
２
－
２
６
３
－
１
１
１
１

実
施
い
た
し
ま
す
。
申
込
み
は
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
り
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込

　
受
付
期
間

　

６
月
17
日（
月
）か
ら

　

６
月
26
日（
水
）ま
で

●
第
１
次
試
験
日

　

９
月
１
日（
日
）

　

な
お
、
申
込
方
法
や
受
験
資
格

な
ど
の
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、

人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
左

記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.jinji.go.jp/

saiyo/saiyo.htm

　
　
　

）

●
問
合
せ
先

人
事
院
東
北
事
務
局

第
二
課　

試
験
係

☎
０
２
２
－
２
２
１
－
２
０
２
２
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　平成29年2月にスタートした公営塾「心志塾」は、
いよいよ3年目に突入します。心志塾では日々の教科
指導や受験勉強の支援だけでなく、大学選択の相談な
ど生徒一人ひとりに向き合い、各人に合ったサポート
をすることを心がけています。「自立型学習」の形態
を採用しておりますが、生徒の「わからない」にはス
タッフが寄り添い、できるまで一緒に考え、理解して
もらえるように取り組んでいます。また、受験生には
推薦入試に向けた志望理由書や小論文の添削なども行
っております。
　今年度も多くの只見高校生が塾で学び、そして3年
生は新たな目標に向けて、各自の進路へと歩んでいき
ました。受験生が多く、細部まで行き届いたサポート
ができたかどうか反省する点は多々ありましたが、第
一志望に合格した生徒が多く、微力ながら目標達成に
向けたお手伝いができたのではないかと思っておりま
す。最後まで頑張ってくれた生徒たちには本当に感謝
しています。
　今年度、心志塾に通っていた生徒が合格した大学・
進路は右記の通りです。
　心志塾に興味がある方、通塾したい方は教育委員会

（Tel：82－5320）まで気軽にお問合せください。

―国立大学―
・新潟大学　理学部　　　・新潟大学　創生学部
・山形大学　地域教育文化学部
・茨城大学　人文社会学部

―私立大学―
・成蹊大学　文学部　　　・文教大学　文学部
・神奈川大学　経済学部　・関東学院大学　経済学部
・白鴎大学　教育学部　　・大東文化大学　文学部
・東北学院大学　法学部

―公務員―
・只見町役場

開塾３年目の町の公営塾「心志塾」
―平成30年度「心志塾」の１年間を振り返る―

	 地域おこし協力隊　教科学習担当　渡辺　史

　１日　県立只見高等学校卒業証書授与式、
　　　　ユネスコエコパーク推進協議会
　３日　TADAMIスノースポーツフェスティバル開会式、

朝日のいいもの集めちゃった市
　４日　雪まつり実行委員会、

ミニ雪像コンテスト審査会、
フォトコンテスト審査会

　５日　只見町議会３月会議（～１４日）
　９日　歳時記の郷・奥会津シンポジウム（昭和村）
１０日　只見振興センターまつり、

明和公民館まつり
１３日　只見中学校卒業証書授与式
１５日　臨時庁議
１８日　ユネスコエコパーク連絡調整会議、

ブナセンター運営委員会、
会津中央病院訪問

１９日　只見町プロジェクト成果発表会及び
地域おこし協力隊活動報告会

２０日　雪まつりミニ雪像コンテスト表彰式、
㈱季の郷湯ら里取締役会、
只見町土地改良区理事会・総会

２２日　明和小学校卒業証書授与式
２５日　県庁への要望活動（福島市）、

南会津地方広域市町村圏組合管理者会、
南会津地方広域市町村圏組合議会臨時会

（南会津町）
２６日　農業農村整備優良地区コンクール表彰式

（東京都）
２７日　南会津地方広域圏組合教育委員会辞令

伝達式、
福島県ＪＲ只見線復興推進会議（福島市）

２８日　山内医師離任式、
小中学校教職員の離任に伴う挨拶

２９日　町退職職員辞令交付式及び離任式
３１日　黒谷圃場整備竣工祝賀会

町長スケ
ジュール
〈３月分〉
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町民
憲章

１、	ゆたかな緑ときれいな水をまもり美しい町をつくりましょう
１、	互いに助け合い親切をつくし楽しい町をつくりましょう
１、	産業をおこしみんなで働ける豊かな町をつくりましょう
１、	教養を深め心と体をきたえ文化の町をつくりましょう
１、	きまりを守り良い風習を育て住みよい町をつくりましょう

▽
４
月
の
人
事
異
動
に
よ
り
、
今
月
号
を

も
っ
て
広
報
た
だ
み
の
編
集
か
ら
離
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
３
年
間
カ
メ
ラ
片

手
に
町
内
の
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
お

邪
魔
さ
せ
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
ま
た
、
多
く
の
方
々
か
ら
情

報
提
供
い
た
だ
い
た
こ
と
、
広
報
の
感
想

を
い
た
だ
い
た
こ
と
本
当
に
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
協
力
が
あ
っ

た
お
か
げ
で
広
報
た
だ
み
を
毎
月
発
行
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

▽
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
の
協
力
を
い
た
だ

き
な
が
ら
広
報
た
だ
み
を
発
行
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
新
し
い
広
報
担

当
者
に
も
変
わ
ら
な
い
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。 

（
三
瓶
）

あ
と
が
き

（２月２６日～３月２５日届出分）敬称略
■お誕生おめでとうございます
川　元　彩

り

　愛
あ

（女／竜也・飛鳥）	 蒲　生
吉　津　茉

ま

　優
ゆ

（女／智之・裕美子）	 長　浜
■ご結婚おめでとうございます
小　林　⻆田　誠 ♡ 河内美智子　只　見
■おくやみ申し上げます
梁　取　サダ江　　9３歳　　小　林
渡　部　寿　郎　　9３歳　　小　川
船　木　ヤヨエ　　9３歳　　長　浜
小　林　　　實　　8５歳　　布　沢
大　竹　タイコ　　90歳　　熊　倉
馬　場　奎　一　　84歳　　塩ノ岐
吉　津　勝　夫　　74歳　　只　見
目　黒　美砂子　　６２歳　　只　見
目　黒　ミヤギ　101歳　　塩ノ岐
菅　家　定　彦　　81歳　　布　沢
※「町民の消息」欄に掲載を希望されない方は、
　届出のときにその旨をお伝えください。

※高齢化率とは、65歳以上の人が人口に占める割合です。

転入 ６　 転出 ６　 出生 １　 死亡 ８

人　口　４，２０８（－７）
　男　　２，０６８（－１）
　女　　２，１４０（－６）
世帯数　１，８６３（＋２）
高齢化率　　４６．００% 

平成３１年３月１日現在

★明和振興センターではリクエストも随時受付していますの
で、ぜひご利用ください。

生涯学習サポーター
浅野リサ 明和振興センター

図書室☎86－2111

★失敗図鑑　すごい人ほどダメだった!

★この世界で死ぬまでにしたいこと2000

大野正人／著（文響社）
　すごい人ほどダメだった！
　読めば勇気がわいてくる、
新しい心の教科書！
　多くの伝記では「英雄」

「成功者」として紹介されて
いる、いわゆる偉人たち。
　でも、彼らは、ずっと成
功し続けてきたわけではあ
りません。今に名を残すす
ごい人も、たくさん失敗を

ＴＡＢＩＰＰＯ／著（ライツ社）
　あの国でできることって
何？どんな場所があるの？ 
絶景、秘境、グルメ、非日
常etc..。
　ページをめくるとこの世
界の遊び方が2000個ズラリ
と並んでいます。
　写真を見ながら想像を膨
らませ、計画して、旅に出
る。この本を手に取った瞬

してきました。
　だから、「失敗しないと人生損だよ！」くらいの
気持ちでどんどん新しいことにチャレンジしてほ
しい。そのための「勇気の書」が本書です。
　「最近新しいこと試してなくてつまらないな」と
感じている大人の方にもオススメです。

間から死ぬまでに、あなたはどれだけのことをこ
の世界で叶えられるでしょうか。
　一度きりの人生じゃ、絶対足りない。
　でもできるだけこの世界を楽しみ尽くしたい！
そんなあなたのために、この本はつくられました。
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※
こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

※
環
境
に
や
さ
し
い
大
豆
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す

℡0241（72）8355

■発行／只見町　〒968-0421 福島県南会津郡只見町大字只見字町下2591-30
■編集／地域創生課広報広聴係　https://www.town.tadami.lg. jp/　☎ 0241（82）5220

オクチョウジザクラ　（学名：Cerasus apetala var. pilosa）
［バラ科　サクラ属］

　只見町内では、雪解けが終るとそれを待っていたかのように沢山の草木の花が咲き、殺
風景だった野山を飾ります。オクチョウジザクラもその中の一つです。本州の太平洋側に
分布するチョウジザクラの変種にあたり、只見町のような日本海側の多雪環境に生育して
います。チョウジザクラの名前は花のつけ根の部分（萼筒）が長く、花弁が小さい様子が
香辛料の丁子（クローブ）に、そして漢字の「丁」の字に似ていることが名前の由来になっ
ています。樹高が3～6ｍと小振りで幹の下部から枝分かれし傘を広げたような樹形をして
います。只見では雪解け後の4月～5月頃から白みの強いピンク色の花を咲かせます。葉よ
りも先か、同時に花を咲かせます。花の形も特徴的ですが、葉もまるみをおびた重

じゅう

鋸
きょ

歯
し

を
持つので他のサクラ類とは簡単に見分けることができます。

企画展

自然観察会

「只見の自然を食べる」
期　間：4月22日（月）まで
会　場：ただみ・ブナと川のミュージアム　2階ギャラリー

「植物学者河野昭一の世界～その生涯と只見」
期　間：4月27日（土）～9月2日（月）
会　場：ただみ・ブナと川のミュージアム　2階ギャラリー

「春の花観察会」
日　時：4月28日（日）12：30～15：00
観察地：蒲生カタクリ公園周辺

「新緑のブナ林観察会」
日　時：4月29日（月・祝）9：30～14：00
観察地：癒しの森
※詳しくはブナセンターHPをご覧ください。

詳しくは、
只見町ブナセンター
までお問い合わせ

ください

▲萼
がく

筒
とう

が丁
ちょう

子
じ

の形に似るオクチョウジザクラ▲ 要害山南尾根登山道入り口近く
のオクチョウジザクラ
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